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る全ての技術を総称」する概念とし，抑圧や他の防衛機制はその下位概念とする。   
以後防衛の概念はFreud，A．（1936）によって体系づけられ，自我の主要な機能として精神分  
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Ⅱ 防衛の測定の諸問題  
防衛概念が展開するにつれ，個々人の防衛を測定したいという欲求が高まった。しかしながら  
防衛を測定することには，最初から種々の困難が内包されていた。   
まず何より，防衛は仮定された構成概念であり，具体物として存在する訳ではないため，視覚  
的に捉えられるものではない。防衛は，精神分析等の治療におけるクライエントの所作，あるい  
は症状形成を理解するため，現象として捉えられる行動の背後に仮定された概念である。   
尤も心理学の蜘定においては，その大部分が仮定された構成概念を対象としている。人格ある  
いは性格はその代表的なもので，広く人口に胎灸され，当然のもののようにさえ感じられるが，  









形で作用するために，純粋な形で個々の防衛作用を抽出することが困難となる。   
また一般に防衛は無意識的に作用することが前提とされている。そのため，直接的な質問では  
問うことができず，防衛作用の確認が困難となる。観察者の側で防衛の存在を想定しても，主体  
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1．DefenseMechanisms［nventory   
DMIは比較的古くから使用されている尺度であり，防衛を測定する質問紙としては，本邦で  
翻訳，使用された（長尾，1989）現時点で唯一のものであろう。DMIは1969年に作成されてい  
おり，Kernbergによって原始的防衛が概念化される以前のものである。   
DMIは各種の防衛機制を投影（Projection：PRO），外罰（TurningagainstObject：TA  
O），原理化（Principalization：PRN），内罰（TurningagainstSelf：TAS），転倒（Re－  
versal：REV）の5種類に分類し，この5種のみを測定する。   
投影：自己のもっ否定的感情や観点を自己とは別個の外界に属するものとして知覚しようとす  
ることによって内的葛藤を処理しようとする防衛機制。   
外罰：欲求不満を生じさせた現実・外界の対象自体を攻撃することによって内的葛藤を処理し  
ようとする防衛機制。攻撃者との同一化（identificationwiththeagressor）や置き換え（dis－  
placement）等が含まれる。   
原理化：欲求不満を排除・抑圧し，決まり文句や分かり切ったことなど一般的な原理をこじつ  
けて述べることによって，内的葛藤を処理しようとする防衛機制。知性化（intellectualization），  
合理化（rationalization），隔離（isolation）の防衛が含まれる。   
内罰：欲求不満から生じる攻撃感情を自分自身へ向けることによって，内的葛藤を処理しよう  
とする防衛機制。自己批判や自責の念などを強く表現したり，抑うつ感情を伴う自傷行為などが  
当てはまる。   
転倒：実際は否定的・攻撃的感情を抱くはずの対象や事象に対して，それとは逆の肯定的感情  
や反応を示して内的葛藤を処理しようとする防衛機制。否認（denial），抑圧（repression），否  






れている。   
DMIの項目を以下に例示する。  
上段にある物語をよく読んで，もしあなたがそのような状況にいたら，5つの項目のうちで   
そうするだろうと思うものを1つ，絶対にそうしないと思うものを1つ選んでください。  
あなたは，道路沿いでバスを待っています。道は昨日の雨で泥だらけです。その時オートバ   
イがあなたの前の水溜まりを通り過ぎ，あなたの服は，その飛ば散りで汚れてしまいました。  




－333仙   







9．運転手に対して自分はかけられても気にしていないと伝えたい。   
10．運転手に道路に立っ者は配慮されるべき権利があると伝えたい。  











定するよう改変した。Andrewsら（1993）は防衛を成熟した防衛（mature factor），神経症的  
防衛（neuroticfactor），未熟な防衛（immaturefactor）の3因子に分類する。   
成熟した防衛：昇華（sublimation），ユーモア（humour），予期（anticipation），抑制  
（suppression）。   
神経症的防衛：打ち消し（undoing），偽愛他（pseudo－altruism），理想化（idealization），  
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ル（defensestyle）と呼んだ。  
3．LifeStyle］ndex   
DSQが意識的な機制も防衛に含め，測定対象としていたのに対し，LSIではもともとのフロ  
イト派の防衛概念に近づくべく，防衛を無意識的な機制に限り，意識的な機制はコービンダスタ  
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では明確な基準が示され，各披検者の防衛の使用が得点化される。   
5種の防衛のうち，脱価値化 理想化，否認に関しては，高水準から低水準までの区分がなさ  
れており，連続して序列の上で評定するようになっている。   
LDSは石井・小坂（1994）が邦訳し，石井・八木・相田・石原・井上・小坂（1994）及び石  
井・山田（1997）によって本邦で使用されている。   
採点基準の一部を以下に例示する。  
分裂   
A．反応の継列において，明確で，葛藤的ではなく，曖昧でない感情的次元の言葉で表現され   
た人間知覚表象のすぐ後に，これとは正反対の感情的次元を示す別な人間反応が続く。例え   
ば，「拳銃を持った醜い犯罪者のように見える」という反応の次に，「頬をっけあって一緒に   
座っているカップル」という反応が続く場合。  















やHolt（1970）などを基に，15種の防衛に対して総計132もの採点基準を設けた。   
測定される防衛は以下の15種であり，神経症水準（neurotic），境界例水準（borderline），精  
神病水準（psychotic）の3つの水準に分類されている。   
神経症水準 高水準の否認（higherleveldenial），知性化（intellectualization），隔離（iso－  
1ation），反動形成（reactionformation），抑圧（repression），ポリアンナ的否認（polyanish  
denial）。   
境界例水準 脱価値化（devaluation），投影（projection），投影性同一視（projectiveiden－  
tification），合理化（rationalization），万能感（omnipotence），原始的理想化（primitive  
idealization），分裂（splitting）。   
精神病水準 軽躁的否認（hypomanicdenial），大規模あるいは無頓着な否認（massiveor  
blanddenial）。   
Lerner（1990）によれば，LDSはより重篤な病理の鑑別に，RDSは比較的軽度の病理の鑑  
別に有効である。   
RDSの採点基準を以下に例示する。  
高水準の否認   
A．知覚対象を述べる際，否認的な言葉によって明らかにされた衝動（自由反応段階に限る）  
の否認。この例では，知覚対象は形が明確でなければならない。   
（1）「こうもりではない。」   
（2）「この人々は互いに怒ってはいない。」   
（3）「その女性はセクシーではない。」   
注）次のような例は含まない：「私にはただ女性の形のように見えます。肉体的な意味では  
なく。」  
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隔  離  
J．被検者が特定の反応を導きだすうちに進行した，プロセスの報告に向かう傾向が明らかな   
とき，自分自身への思考過程への気付きが得点される。これはテスト中に体験したことの内   
観報告も含む。   
（1）「この巨大な足が1度注意を引いた。」   
（2）「腕のようだと言おうとしたのですが，前に腕だと考えたものは…。」   
（3）「この色は好きですが，何故だかよく分かりません。」   
（4）「これが何であれ，すぐに私に何かを示します。」  







証できた尺度はないようである。   
上述の尺度は，個々の下位尺度の妥当性は完全には示されていないが，防衛の使用を総合して  
検討した際，臨床群の鑑別などに一定の有用性を示している。防衛の研究が未だ発展途上である  
















すことば言うまでもなかろう。   
ロールシャッハ・テストによる防衛解釈の中でも，Schafer（1954）及び小此木・馬場（1972）  
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